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【先進的ICTの活用】
グループウェアの再構築について
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１．背景
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 業務の多様化

 テレワークを含む職員の働き方改革

 さらなるコミュニケーションの

円滑化

 内部事務の効率化

現状

 現行のグループウェア（事務なび）は、

平成14年の導入であり、DXが進展する中、

陳腐化しつつある

 【事務なびの主な問題点】(アンケート調査より)

①スケジュールの開示範囲を決められない

②庁内メールの排他制御が

業務非効率に繋がっている

③掲示板とWordとの親和性が低い

④掲示板の一度閲覧後の検索が困難

⑤電子会議室がスレッド形式なので

発言を整理しにくい

⑥軽自動車の予約システムが使いづらい

DXの進展

グループウェアの再構築により、
課題を解決し、DXの進展に寄与する
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２．取組の方向性
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課題解決

方向性

クラウドサービスによるグループウェアの導入
- 令和５年度にシステム再構築、令和６年度当初稼働を目指す。

- 軽自動車予約・特別職予約はグループウェアの機能に含めず、

別システムに切り出すことも検討。

⇒ 適切な権限設定を含めた情報セキュリティを確保しつつ、
利便性を向上

①現行グループウェアの問題点の解消
②DXの進展に対応できる流動性、拡張性、将来性の確保

(ワークフロー・多彩な連携・クラウド化)

懸案
①クラウド化に伴うランニングコスト増加(約500万円 ⇒ 約3,000万円)

②システム刷新に伴う業務プロセスの見直し(BPR)の必要性

対策 全庁的なBPRによる費用対効果の創出(最大化)のための取組を推進
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３．再構築後の変化(イメージ)
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【例】
業務：スケジュール調整
効果：視覚性・操作性の向上
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３．再構築後の変化(イメージ)
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【例】
業務：簡易申請業務
効果：電子化、承認状況が確認可能
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End of the documents.


